
東洋紡グループへの影響度
（現在～2030年）
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事業基盤領域
● イノベーション
● パートナーシップ（サプライチェーン、ステークホルダーエンゲージメント、社会貢献）
● デジタル・トランスフォーメーション
● リスクマネジメント、コンプライアンス

● 脱炭素社会＆循環型社会
● 健康な生活＆ヘルスケア

● スマートコミュニティ＆快適な空間
● 良質な水域・大気・土壌＆生物多様性

事業を通じて社会課題解決に貢献する領域

環境・モノづくり領域
● 安全・防災
● 品質
● 脱炭素社会
＆循環型社会（環境負荷低減）

● 化学物質管理

人的資本領域
● 従業員のウェルビーイング
  

● 人的資本
● 人権（サプライチェーン含む）

（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン、
健康経営、労働安全衛生）

発明者として初めて特許出願の願書に記載された研究開
発者数を指標に設定しています。これは研究開発で得ら
れた成果を特許出願につなげる意識を高めるためのも
のです。特に以下2点を目的としています。 

開発業務の経験の少ない研究開発者の知的財産に対
するマインドの醸成とそれをサポートする組織づくり 

事業収益に寄与するモチベーションの向上 

設定初年度である2024年度は、対象となる研究開発者
に対して、上司と知的財産部員らが集中して指導・アドバ
イスを進め、目標指標に対し、180%と大きく上回る結果と
なりました。

〈特徴ある指標〉 イノベーション分野：新規発明者数

研究開発者の知的財産マインドと
事業貢献へのモチベーション向上

TOPICS

社内調査・影響度の判定
対象：役員、従業員

外部意見の
聴取・内容の修正

特定のプロセス

グローバルな社会課題の
把握・リスト化

国連グローバル・コンパクト、
GRIスタンダード、SASBなど
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経営会議での議論を経て、
取締役会で承認

東洋紡グループは、ステークホルダーの要請・期待に応え、当社グループのめざす姿「人と地球に求められるソリューションを創造し続けるグループ」を実現するため、
マテリアリティを特定し、事業活動を通じて、さまざまな取り組みを推進しています。

マテリアリティ

東洋紡グループのマテリアリティ

　当社グループのマテリアリティは、2020年5月に特定したものを
ベースに「サステナブル・ビジョン2030」を踏まえて見直し、現在に
至ります。

ステークホルダーにとっての影響度と当社グループにとっての
影響度の2軸から、優先度の高い目標を明確にし、「事業を通じて 

社会課題解決に貢献する」「人的資本」「環境・モノづくり」「事業
基盤」の四つの領域に整理しました（下図参照）。

マテリアリティ指標の管理（PDCA）

マテリアリティに関する取り組みを確実に進捗させるため、マテ
リアリティごとに担当役員を決定し、併せて目標・指標を策定してい
ます。これらの進捗状況は、サステナビリティ委員会において少な
くとも年1回報告・共有し、状況に応じて目標・指標を見直すことで、
継続的な取り組みの向上に努めています。なお、サステナビリティ
委員会での議論内容は、取締役会に適宜報告しています。
　2025年度は、マテリアリティ指標を見直し、次期中期経営計画に
反映させます。

マテリアリティ特定のプロセス

　外部イニシアチブやGRIスタンダードをはじめとする12の国際的
なガイドラインなどを参照し、候補となる項目を選定しました。これ
らの項目の正・負のインパクトについて、社内アンケートやヒアリン
グなどを通じて明確化し、機関投資家など外部意見も取り入れな
がら、最終的には取締役会の承認を経ています。
　今後は、外部環境および経営方針に応じてマテリアリティを継
続的に見直していきます。
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